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2.木 質 住 環 境 と健 康

「空 気 質 特 性 の 解 明 と ヒ トへ の 影 響 解 析 」
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2.新 領域 開拓のキーワー ドと関連 ミッシ ョン

木質住環境 と健康

ミッシ ョン1:環 境計測 ・地球再生

ミッシ ョン4:循 環型資源 ・材料 開発

3.研 究概要

木材(と くにス ギ材)に は優れ た空気浄化機能があ り、また木材 内装仕 上げによって抑 う

つや不眠な どの症状改善 が観察 され てい る。 そこで本研究では、木質住環境 にお ける空気質

特 性の解明お よび ヒ トへ の影響解析 によ り、居住者の健康改善 ・増進 に寄与す るデータの蓄
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積 を 目的 としてい る。最終的 には、木材 を有効活用す る技術開発 を開拓、推進す ることを 目

標 とす る。

本年度 は、以 下に示す研究課題 を設定 して遂行 した。

課題1.木 材 による調湿お よび空気汚染物質 除去 に関す る研究

課題2.木 質住環境の見えが生理 ・心理 ・認知反応に及 ぼす影響

課題3.木 質住環境内の空気質計測

課題4.木 材 由来香 り成分 による生理 ・心理応答 と自律神経活動

課題5.木 材パネルの設置が睡眠の質 に及ぼす影響

課題6.抽 出成分の分析 とヒ ト細胞 の生理応答

課題7.ス ギ木 ロス リッ ト材の吸放湿機 能の向上 に関す る技術開発
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